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 論文審査の結果の要旨 
上野幹憲君は、2008年 4月に長崎大学水産学部に入学し、2012年 3月に本学水産学部を卒業後、同




2016 年 12 月に主論文「海藻由来酸性多糖類の生物活性に関する比較研究」として完成させ、参考
論文として、学位論文の印刷公表論文 5編（うち審査付き論文 5編）、印刷公表予定論文 1編(うち











れるポルフィランと呼ばれる酸性多糖体に着目し，in vitro及び in vivo実験を通してこれら多糖
体の生物活性を検討し、以下に示す主要な研究成果を得ている。 




TNF-や NO を有意により強く誘導することを見出した。 
2. アスコフィランの抗ガン転移活性: アスコフィランのマウス黒色種細胞株である B16 メラノー
マ細胞に対するガン細胞転移に対する影響を検討した。B16 メラノーマ細胞を C57BL/6 マウス
の尾静脈より投与し，肺転移マウスモデルを作製した。その後，アスコフィラン(25 mg/kg)をマ
ウス腹腔内に 10 日間連続投与し，21 日後に肺を摘出した。その結果，アスコフィラン投与によ
り，対照区に比べ有意に肺へのガン細胞転移が抑制された。 




   以上，本学位論文研究によりアルギン酸，アスコフィラン，ポルフィランは多彩な生
物活性を有することが明らかとなった。さらに、アルギン酸抽出後の海藻残渣や色落ちノリな
ど低・未利用資源の医薬及び食品分野での新たな有効利用の可能性を示した。学位審査委員会
は、本論文は博士（水産学）の学位に値するとして合格とした。 
 
